
インフラ欠如～生活体験で見えたこと～

点

字ブロック導入作業中

無
造

作に放置されたケーブ
ル

不安定な状態の道路 下水処理が不完全

原因
急激に人口増加したことで
インフラ整備の費用不足が生じ
都市計画が滞ってしまった

現状
日本をはじめとする国々から
支援金を受け取り、道路整備を
進めている

感想

貧困の姿～聞き取り調査を通じて～暮らしの水〜水と〇〇のつながり〜

概要
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日本文化紹介（活動後半）

公園造り（活動前半）

研修目的
多文化共生社会が抱えている課題を現地で学び、多様性のあり方について考察する
異文化コミュニケーション能力を活用し、地域課題の発見

「教育」

年齢層が上がるにつれて
最終学歴が低い傾向

「医療アクセス」

自力で治す
↓

無料の保健センターを利用
↓

病院を受診

「収入」
基本的に
国からの
補助はなく
生活する上での
十分な資金
確保が難しい

２．より良い生活を求めて

1．貧富の差の拡大
大震災（2015）
新型コロナウイルス（2020）
を境に社会的に弱い立場の人々が
窮地に追い込まれた

家庭内貧困を脱却するため
収入の高い仕事の紹介・勧誘によって
気付かずに人身売買の被害に遭う
事態が発生

ネパール・インド間はオープンボーダーであるため
ネパールが南アジア人身売買の拠点地になりつつある
グローバル化が進むにつれ人身売買先が多様化
インド→国際（中東・アフリカ・アジア）→国内のクラブ
性的搾取の目的で人身売買が行われている

４．Maiti Nepalによる救出
国境付近で待機し、人身売買が
疑われる女の子を救出
活動を始めてから（1993～）
3661人の女性と少女を救助
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活動内容
ボランティア活動　「公園造り」「日本文化紹介」
施設訪問　　　　　「バネパ市役所」「Maiti Nepal」
実施調査　　　　　「水問題」「貧困問題」
文化体験　　　　　「ネパール語講座」「MOMO作り」
　　　　　　　　　「結婚式出席」「世界遺産観光」

活動場所
バネパ市　11区　シナガール

活動場所
カトマンズ市 フツーン学校
Grade6, 7,の学生（小学校高学年)

目的
第三者の立場を利用し、人々の率直な意見を汲み取り
ネパールの貧困の姿を明らかにしていく
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アンケート調査
フツーン学校 Grade6.7の学生 約200人

現地の住民によると、シャワーを浴びる頻度は
「２日に１回」や「１週間に２度」
個人によって様々だが、シャワーは毎日
浴びないということが明らかになった

「水とシャワー」

人々の暮らしの都市化は、プラスチック袋の
利用増加を招き、川へのポイ捨てが目立った
その結果、川の水の汚染、悪臭が問題が
大きな社会問題になっている

「水とプラスチックごみ」　

ほとんどの家の屋根に貯水タンクが設置され
この水をキッチンやお風呂場に使用
「水が出ない」という場面は、呼び水を
行い再度タンクに貯めなおす

「水と水道」　

現地の人々はトイレットペーパーを使用せず
手で水道水を用いながら綺麗にする
紙が水に溶けないため、
トイレットペーパーを流すことが
できないのが、要因の１つにある

「水とトイレ」

2/6～2/13
カトマンズ

ネパールの首都であり
商業・文化の中心地として

栄える

1/30～2/6

バネパ
UNESCO文化遺産をはじめ
伝統的な街並みが保存され
歴史の街となっている

３．南アジアのトランジットハブ

５．社会復帰のサポート
ホスピスセンター、自動保護
ホーム、テレサアカデミーを
運営し、心のケアや教育の
機会を与えている

人身売買の実態～Maiti Nepalの訪問～

内容
2つのグループに分かれ日本文化紹介の授業を2日間で4回実施

内容
職人さんが作業を行いやすいように公園の整備
地域の子どもの居場所づくり

2023年　世界共生学科　地域創生科目　ネパールプログラム 第1回
伊神春香、鈴木真帆、高橋七愛、東海林智貴、橋本果奈、長谷和香、水野陽裕、山崎大地、山下芽緒、山田美波

渡航前、「初めてのプログラム開催」「発展途上国」ということもあり、私たちは生活・食事・気温・あらゆる面に対して慎重になり
過ぎていました。それは、私たちが無意識のうちに日本の便利な生活基準でネパールを捉えていたからだと思います。
しかし、地域の方との交流や現地の生活体験を通して、私たちの勝手な想像は次第に緩和され、地域に馴染むことの楽しさを発見する
ようになりました。

ネパールプログラムの主な活動であった「ボランティア」では、その魅力に引き込まれました。私たち学生は、課題やアルバイトに
追われる日々の忙しさから「労働」＝「対価」と捉えてしまいがちです。
その一方で、ボランティアは、地域の人々と共に、私たちも主体となり新たな環境を創り出すことで、自分自身の自主性や表現力が自
然と育まれる最高の機会の場です。それは、個性を引き出し、「自信」という価値を生み、ネパールの生活を一歩踏み出した体験をす
る勇気にも繋がりました。

プログラム全体を通して、ネパールではあらゆる社会問題と共存していると実感しました。例えば、「交通インフラ」や「下水問題」
のように表面化されている問題もあれば、「人身売買」のように内面化されMaiti Nepal を訪れなかったら知らずに済んでいた問題も
あります。これらの問題はネパールだから存在しているのではなく、世界各地での問題です。今回、発展途上国の１国であるネパール
に目を向けられたことで、多角的な視野や、あるものだけで「生きぬく力」を持つことに繋がりました。

Aグループ
「クイズ」「みそ汁」
子どもたちは、日本食である「みそ汁」を躊躇
うことなく口にしていました。飲み終わったあ
とに感想を聞くと、多くの子どもたちが「ミト
チャ！（美味しい）」と返してくれたのが嬉し
かったです。「クイズ」では、日本建築や着物
の写真をまじまじと見つめ、日本に対して関心
を持ってくれている子どもたちが多いと感じま
した。

Bグループ
「折り紙」「けん玉」「お手玉」
折り紙を配ると、子どもたちは、カラフルな
紙に興味津々でした。英語で説明を交えなが
ら作成するも、苦労する場面が多々ありまし
た。そんな時、周りの子が私たちに代わって
サポートしてくれ、無事に完成することがで
きました。

感想
公園造りでは、シャベルやクワ、木の板、土のう袋などの道具を使用し
活動しました。当然、使い慣れない道具や、先の見えない作業でモチベ
ーションが保てない状況になるときもありました。しかし、道具の使い
方をレクチャーしてくれる村長さんや学校が休みの日に手伝いをしてく
れる子どもたちなど、私たちは地域の人々の温かさに感動し、「彼らの
ために役に立ちたい」と思うようになりました。そして、ここでの活動
が終わるころには、公園が完成する日が待ち遠しくなっていました。

インドと中国のチベット自治区に挟まれた所に位置し 
様々な民族・言語と共存
人口の81.3％（2023年外務省データ）がヒンドゥー教であるが
イスラム教や仏教も混在
世界最高峰の山として知られる「エベレスト」の玄関口

行政が行う貧困改善のためのアプローチの方法
１．バネパ市長
市内にはUNESCO文化遺産をはじめとする多くの観光資源が
あるため観光業を生かし家庭の経済レベルを一段階上げる
ことを目指している

２．バネパ市シナガール区長
専門職業トレーニングを実施することで、住民が自ら仕事を
得ることが出来る状況をつくる

Yes183人　No8人

右）もっと良い学校に行きたいか？
左）現在の生活に満足しているか？

女性へのインタビュー

地域創生科目公式ホームページ
https://collabo.chiki-sosei.nufs.ac.jp/blog/

活動動画
https://www.tiktok.com/@nufscollabo/video/72
16255596679417089?_t=8b4WsNtlUOY&_r=1

多次元貧困　総人口
29,192,480人のうち

513万人

目的
日常生活から、ネパールの水に関する実態や住民の意識を明らかにする

日常生活
ヒマラヤ山脈の雪解け水があるため水資源は豊かであるが上手に活用できていないのが現状である

https://collabo.chiki-sosei.nufs.ac.jp/blog/
https://www.tiktok.com/@nufscollabo/video/7216255596679417089?_t=8b4WsNtlUOY&_r=1

